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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

からのお知らせ 

だれもが安心して働きやすい職場をつくろう！ 

 

 冬の映画チケット販売は1月末をもちまして終了させ

ていただきました。 次は夏に実施予定ですのでお楽

しみに♪※『世界らん展』のチケットのみ2月12日

（水）までご注文を受け付けております。 

 

４月義務化？？自転車保険についてはお気軽に支

部にお問い合わせください。 

新型コロナウイルス感染
症に関わる休暇について 

●職員や同居の親族に発熱等の症状があり、勤

務しないことがやむを得ないと認められた時 

●職員や同居の親族が新型コロナウイルス感染

症に罹患し、就業制限を受けた場合 

●子どもが新型コロナウイルス感染症対策に伴

う学校等の臨時休校その他の事情により、職員

が子どもの世話を行うため 

上記の場合 事故欠勤（有給）が認められます！！ 
（※公社の場合は事故休暇） 

  

  

    

 左の写真はイタリアで新型コロナウイルスと闘うアレッ

シアさんのインスタグラムです。「私は仕事に行くのが怖

い （略） しかし自分の仕事を誇りに思い、愛しているの

で、患者の看護を続けます」 とアレッシアさんは書いてい

ます。 

 ところで、23日、小池都知事は新型コロナウイルス感染

拡大を受けて記者会見を行いました。そこでは「重篤・重

症」患者を受け入れる病床を当面100床確保して、最大

700床を確保すると明らかにしました。患者の急増に備

えて病床を確保するのは大事なことです。しかし現場では

マスクもガウンも、摩式消毒薬も不足しています。懸命に

働く医療労働者を守るためにきちんと物品を確保すべき

です。感染患者を受け入れている病院を地方独法化すれ

ば、収支悪化は確実です。地方独法化病院では収益が悪化すれば職員の労働条件を切り下げる経営方針

がビルトインされています。都民のために頑張って感染者を受け入れれば受け入れるほど労働条件がひどく

なるのは確実です。これが地方独法化の真実です。感染症医療には地方独法化はふさわしくありません。 

看護師アレッシアさんのインスタグラムより 

感染拡大続く新型コロナウイルス 

自転車保険加入キャンペーンの 

 最終申込は4月20日必着です。 

ご希望の方は、お早めにお申込ください。 


